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１．研究課題 

 本プロジェクトは，積載重要，スペース，消費エネルギー量の制限，情報通信速度の

ボトルネックの軽減・解消を目指した多機能的利用可能なセンサ開発を目的とするプロ

ジェクトである．衛星や小惑星探査用の探査機は仕様上の制限から上述の問題の解決が

至上命題である．研究室では，放射線，赤外線，可視光等の複数の帯域におけるリモー

トセンシングを可能とする多機能センサの開発を目指している．本プロジェクトはその

中でも特に可視光帯域にフォーカスを当てたセンシング技術確立に寄与する研究内容

となっている．また，人間や鳥の視覚機能に知見を得ているため，平行してこれら生物

の視覚機能のメカニズムの解明や検証実験を並行して実施している． 

 

２．主な研究成果 

この研究は、宇宙機搭載に向けて重要な項目である重量・サイズ、消費エネルギー量

の制限、情報通信速度のボトルネックの軽減・解消を目指した多機能的利用可能なセン

サ開発を目的とするプロジェクトである。本研究は、特に可視光帯域にフォーカスを当

てたセンシング技術確立に寄与する研究内容となっており、本年度の主な取り組みは、

(1)広角中心窩センサ研究と(2)特殊広角レンズの開発である(詳細は、清水創太准教授の

年次報告を参照)。 

 （１）広角中心窩センサを多機能的利用可能な可視域視覚センサとして月面探査ロー

バーへ搭載する、という計画のもとに韓国・KIGAM との国際共同研究に基づいて遂行

している。また、広角中心窩センサのさらなる小型化・省エネルギー化ひいては高機能

化を目的としたノンメカニカル化の取り組みにも取り組んでいる。2014 年度は月面探

査ローバーへの応用研究として、遠隔操縦及び通信時間遅延がある環境下で、視線入力

デバイスにより補足ターゲットとして定めた要観測対象がローバの移動に伴い視覚セ

ンサの視野外に外れてしまう問題に対し、SIFT マッチングを用いた視線追従技術によ

り解消を図るという取り組みを実施した。上記のような通信状態に制限がある中で視野

中心部分の高解像度領域での確実な撮像を可能にすることを目的として、研究を実施し

てきた。 

（２）特殊広角レンズの開発は、JKA 財団から 4 年連続して採択されている研究テーマ

(代表：清水創太)の一環であり、2014 年度は広角中心窩双眼鏡の対物レンズ部の１次試

作に取り組んだ。これにより，観測対象が動き回る場合でも視野の外に捉え逃すことな

く，レスキュー隊員等の作業者が効率よく高倍率の中心視野領域を用いて詳細な観測を

行うことが可能となる。 
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